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仕事がわかる！

業界
図鑑
特別編

今、さまざまなデジタル技術の進化、デジタルツールの普及が進んでいるが、その次に
訪れるのが、これらの技術を駆使してデータを活用することによって生まれるビジネスや
サービスの大変革。それがDX（デジタルトランスフォーメーション）だ。今やあらゆる企業
にとって必須と言われるDXの基本を解説しよう！

今や企業にとってDXは待ったなし！
DX人材の育成も急務になっている

おばら・かずひろ●フューチャリスト。京
都大学大学院で人工知能を研究。マ
ッキンゼー、Google、ｉモード、楽天執
行役員、リクルートなどで事業立上げ・
投資に携わってきたほか、経済産業省
対外通商政策委員などを歴任。現在
13職目。シンガポール・バリ島をベース
に人・事業を紡ぐ。著書に『アフターデ
ジタル』『ネットビジネス進化論』など。

IT批評家
尾原和啓さん

DXは歴史的な大変革。今までの常識を覆す想像力を養おう
専門家に聞く！

　DXとは、紙やはんこを廃止してデジタルに移行すること
やAIやロボットを導入して業務を自動化することではあり
ません。これらはあくまで「業務のデジタル化」であって、
DXの前提条件。クラウドやデータサイエンス、AIなどのテ
クノロジーを駆使してさまざまなデータをつなぎ合わせ、今
までにないビジネスやサービスを生み出すことこそがDXの
本質であり、その可能性は、今や無限に広がっています。
　具体例で説明しましょう。保険は従来、病気やケガ、ある
いは死亡したときにお金を払うというサービスでした。しか
し、今や、1日の歩数など顧客の健康に関するデータはスマ
ートフォンやウェアラブルデバイスによって日々 リアルタイム

で集められますから、保険会社は顧客の健康増進のため
に最適な情報や医療サービスを提供できます。顧客接点
が点から線になり、サービスの方向性が根本的に変わる。
これによって顧客は健康になり、保険会社は払う保険料を
下げられるのですから、お互いに大きなメリットがあります。
　このようにDXが実現する社会進化は、顧客志向であ
り、社会志向。自分たちだけが儲かればいいというのでは
なく、新しいサービスによって人々や社会に新しい価値を
生み出すことがDXの特徴です。このような変革がさまざ
まな業界で起きるのです。
　残念ながら日本のDXは欧米だけでなく東南アジアに
も遥かに遅れている状況。孫 正義さんは「進化しない者
は既に退化している。なぜなら周りがすべて進化している
から」と言っています。現状維持は退化だという認識が今

の日本には求められています。
　技術が想像力を超えるこれからの時代には、技術を知
ることも大事ですが、何より必要なのは想像力を鍛えるこ
とです。そのためにぜひ科学の歴史を学んでください。天
動説から地動説への大転換をはじめ、科学はそれまでの
常識を覆すことで進化してきました。科学の歴史を学び、
今までの常識をアンラーニング（学びほぐし）する思考を
身につけることで本当の意味での想像力が養われます。
SF作品に親しむこともお薦めです。例えば、映画『メッセ
ージ』、小説『三体』などは、まったく異なる常識を前提とし
たとき世界がどう変わるのかを考えるには最適です。科学
がアップデートすることで社会がアップデートし、一人ひと
りの個性や生き方もアップデートされていく。DXがもたら
すのは、そのような連続性をもつ大変革なのです。

人々や社会に新しい価値を
もたらすことがDXの本質

DXとは、IT業界をはじめとする一部の先端的分野だけで起きていることではない。今やクラウド
やAIなどの技術は幅広い業界に浸透しているし、スマートフォンなどで人々の普段の生活もデジ
タルデータ化されている。これらを活用することで、製造、サービスから農業まで、あらゆる業界で
DXの進展が期待されている。

DXはあらゆる業界で求められる

経済産業省は、日本企業が2025年までにDX
を進めなければ競争力の大幅低下が訪れると
予測している（＝2025年の崖）

DXによって実現される未来

取材・文／伊藤敬太郎　イラスト／桔川 伸　撮影／干川 修（コラム）

デジタル技術を駆使して
新しいビジネスが生まれる！

デジタル
トランス
フォーメーション

AI、音声・画像認識技術、各種センサー
機能などを搭載し、ネットワークで接続さ
れたIoT家電やスマートスピーカーなど
の開発者。製品単体の機能だけでな
く、モノやヒトの状態などのデータを集め
る役割も重視した開発が求められる。

IoTエンジニア

AI（人工知能）が、ビッグデータを基に
自ら学習することを機械学習という。そ
のための学習モデルを設計し、実際に
稼働するシステムを開発するのがAIエ
ンジニア。AIに関する専門性はもちろ
ん幅広いIT知識が必要な仕事。

AIエンジニア

DXを推進するには、技術者だけでなく、そ
の業界や会社のビジネスに精通し、顧客
の特徴や動向を理解しているビジネス人
材の発想が必須。これらの人材にも最新
のデジタル技術やデータサイエンスに関す
る基礎知識が求められる。

各業界のビジネス人材

DXを推進する
テクノロジー系の仕事

人々のリアルな生活がスマートフォンやウェアラブルでデータ化されて
つながることで、今までになかったサービスが生まれる

主に中小製造企業で活躍するIoTの
専門家。中小企業のDXが注目され
るなかで生まれた新しい職種だ。IoT
製品や計測器などを活用して、工場
内でさまざまなデータを収集・分析し、
会社のDX戦略を組み立てる。

ファクトリー・サイエンティスト

経営コンサルティング会社の戦略部門
などに所属するコンサルタント。企業の
経営戦略に通じていることに加え、デジ
タル技術についても幅広い知識をも
ち、顧客企業に対して経営の観点から、
中長期的なDX戦略を提案する。

DXコンサルタント

大学では、企業などのDXを担う人材を
育成するためにデータサイエンス学部
やAIに特化した専攻などの開設が進
んでいる。データサイエンスをこれから
のビジネスの基礎知識と考え、幅広い
学部に関連科目を設置する大学も。

大学

企業が蓄積しているビッグデータから
必要なデータを抽出し、AIを駆使して
分析。それによって、例えば「顧客の
行動パターン」など意味のある情報を
導き出し、新しいビジネスや課題解決
に結びつける提案を行う専門家。

データサイエンティスト

製造 サービス 流通・
小売り 物流

マスコミ

農業・
漁業

医療・
福祉

交通

教育

行政 …etc.

金融・
保険

例えば…

スーパーの入口で静脈認証すると、バイタルデータを基にその日の健康状態に合わせたお薦め
メニューが表示される。選択すると商品がパッキングされ、レジを通らず買い物終了！

● 健康状態に合わせた最適メニューを提供するスーパー！

ビッグデータを解析するAIはもちろん、データを集めるIoT（モ
ノのインターネット）やドローンの役割も大きい。5G（第5世
代移動通信システム）によって膨大なデータを円滑に通信
できるようになったこともDXに大きく貢献する。

さまざまな最新テクノロジーを
組み合わせることでDXを実現

医師による診察はVRカメラとゴーグル、ビデオ通話を使ってオンラインで。日々の健康状態に関
するデータを病院が管理することで、適宜病気予防のアドバイスや情報提供も！

● 病気の診断や薬の処方もすべてオンラインで！

現在、多くの企業が進めているIT機器・デジタルツールの導入やAI・ロボットに
よる業務の自動化などは、DXの準備段階である「業務のデジタル化」。早急
にこの準備段階を終えて、新しいビジネスの創出に取り組むことが急務。

業務のデジタル化

それぞれの分野のビジネス知識とAI、データサイエンスなどの
テクノロジーを組み合わせることによって、
新しいビジネスやサービスを生み出すのがDX。
今までの常識にとらわれない発想が重要になる。

DXを推進するテクノロジー

IoT クラウド

AI ドローン

5G セキュリティ

DXって何？

人材育成

新しい
サービス


